
一般会計「歳出」 （単位：千円）

前年度

予算要求額

前年度

当初予算額

予算要求額

（Ａ）

一次査定額

（Ｂ）

最終査定額

（C）

差引

（C－B）

差引

（C－Ａ）

議会費 1,032,556 1,030,900 992,463 996,479 996,500 21 4,037

議会費 1,032,556 1,030,900 992,463 996,479 996,500 21 4,037

総務費 23,564,831 22,858,800 20,217,643 21,191,492 20,671,700 ▲ 519,792 454,057

総務管理費 18,949,361 18,041,560 16,395,303 17,180,979 16,603,670 ▲ 577,309 208,367

徴税費 1,818,069 1,837,340 1,793,152 1,929,947 1,932,980 3,033 139,828

戸籍住民基本台帳費 1,653,305 1,697,890 1,554,732 1,614,121 1,668,570 54,449 113,838

選挙費 571,236 684,520 246,436 253,239 253,260 21 6,824

統計調査費 441,181 461,520 91,955 77,825 77,830 5 ▲ 14,125

監査委員費 131,679 135,970 136,065 135,381 135,390 9 ▲ 675

民生費 125,391,957 124,277,200 130,692,144 127,997,306 129,831,600 1,834,294 ▲ 860,544

社会福祉費 44,251,958 43,826,680 47,001,441 46,033,902 46,596,100 562,198 ▲ 405,341

児童福祉費 62,575,611 62,441,550 64,781,674 63,633,445 63,732,660 99,215 ▲ 1,049,014

生活保護費 18,549,235 17,993,750 18,896,549 18,317,479 19,490,320 1,172,841 593,771

災害救助費 15,153 15,220 12,480 12,480 12,520 40 40

衛生費 20,086,244 18,552,400 21,740,922 20,804,264 20,923,800 119,536 ▲ 817,122

保健衛生費 12,325,464 11,244,200 13,167,395 12,855,060 12,973,550 118,490 ▲ 193,845

清掃費 7,760,780 7,308,200 8,573,527 7,949,204 7,950,250 1,046 ▲ 623,277

労働費 207,003 199,500 224,702 225,313 227,900 2,587 3,198

労働諸費 207,003 199,500 224,702 225,313 227,900 2,587 3,198

農林水産業費 554,237 524,200 654,066 613,277 609,500 ▲ 3,777 ▲ 44,566

農業費 459,008 432,750 557,440 517,175 513,380 ▲ 3,795 ▲ 44,060

林業費 61,561 61,800 65,031 65,571 65,580 9 549

水産業費 33,668 29,650 31,595 30,531 30,540 9 ▲ 1,055

商工費 4,626,627 4,426,900 4,253,742 4,269,884 4,285,400 15,516 31,658

商工費 4,626,627 4,426,900 4,253,742 4,269,884 4,285,400 15,516 31,658

令和8年度予算要求状況 （１月下旬）

款・項 名称



一般会計「歳出」 （単位：千円）

前年度

予算要求額

前年度

当初予算額

予算要求額

（Ａ）

一次査定額

（Ｂ）

最終査定額

（C）

差引

（C－B）

差引

（C－Ａ）

令和8年度予算要求状況 （１月下旬）

款・項 名称

土木費 28,279,792 26,672,500 27,501,306 26,355,622 26,465,400 109,778 ▲ 1,035,906

土木管理費 702,647 819,280 819,967 817,236 817,240 4 ▲ 2,727

道路橋りょう費 5,580,065 4,964,770 5,969,200 5,177,299 5,211,680 34,381 ▲ 757,520

河川費 3,450,625 2,104,930 1,929,457 1,786,541 1,789,020 2,479 ▲ 140,437

港湾費 29,966 29,970 34,286 27,046 27,050 4 ▲ 7,236

都市計画費 17,251,923 17,525,070 17,505,548 17,314,594 17,381,180 66,586 ▲ 124,368

住宅費 1,264,566 1,228,480 1,242,848 1,232,906 1,239,230 6,324 ▲ 3,618

消防費 7,228,345 7,359,800 9,161,387 9,293,457 9,318,400 24,943 157,013

消防費 7,228,345 7,359,800 9,161,387 9,293,457 9,318,400 24,943 157,013

教育費 31,807,630 30,657,000 37,533,075 34,526,025 35,007,400 481,375 ▲ 2,525,675

教育総務費 6,265,594 6,700,460 6,901,297 7,166,394 7,337,320 170,926 436,023

小学校費 5,085,512 3,874,130 5,484,003 3,722,201 3,795,580 73,379 ▲ 1,688,423

中学校費 4,033,443 3,507,740 7,220,014 5,323,522 5,429,250 105,728 ▲ 1,790,764

高等学校費 1,436,387 1,547,730 1,289,793 2,166,289 2,210,280 43,991 920,487

特別支援学校費 287,019 290,210 346,858 298,337 298,350 13 ▲ 48,508

社会教育費 6,160,390 6,131,030 7,631,691 7,521,727 7,586,320 64,593 ▲ 45,371

保健体育費 8,539,285 8,605,700 8,659,419 8,327,555 8,350,300 22,745 ▲ 309,119

公債費 19,962,080 19,940,800 22,018,627 22,002,383 22,002,400 17 ▲ 16,227

公債費 19,962,080 19,940,800 22,018,627 22,002,383 22,002,400 17 ▲ 16,227

予備費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 0 0

263,041,302 256,800,000 275,290,077 268,575,502 270,640,000 2,064,498 ▲ 4,650,077

（ア）

（予算要求額）

（一次査定額）

 歳入要求額と歳出要求額の差額について （単位：千円）

前年度

予算要求額

前年度

当初予算額

予算要求額

（A）

一次査定額

（Ｂ）

最終査定額

（C）

差引

（C－B）

差引

（C－Ａ）

歳入予算額 249,187,385 256,800,000 261,358,434 268,960,091 270,640,000 1,679,909 9,281,566

歳出予算額 263,041,302 256,800,000 275,290,077 268,575,502 270,640,000 2,064,498 ▲ 4,650,077

差引 ▲ 13,853,917 0 ▲ 13,931,643 384,589 0 ▲ 384,589 13,931,643

（千円）
市⾧復活要求事業費 1,035,758

 うち一般財源 517,210

市⾧復活財源（一般財源） 384,589

（最終査定額）

（千円）

市⾧復活査定事業費 508,844 （イ）

①  市⾧復活査定で予算化された事業費は下記のとおりです。

② 事業の見直しや国の通知などにより査定額を変更したものがあるため、一次査定額から最終査定額への増加額（ア）が市⾧復活査定

事業費（イ）よりも多くなっています。

一次査定で予算化されなかった事業（金額が不足すると各部が判断したものを含む）について各部から市⾧に復活要求が行われ市⾧

が予算化する事業を決定（市⾧復活査定）します。
令和8年度予算編成の市⾧復活要求事業費等は下記のとおりです。市⾧は、市⾧復活財源（一般財源）の中で予算化する事業を決定し

ます。

予算要求時の歳入歳出差額は▲13,931,643千円と歳出超過でしたが、一次査定で384,589千円の歳入超過となりました。この額や国の

方針が示されていない等、一次査定時点で未確定となっている事業の精査により生じる金額などが市⾧復活財源となります。

合  計

人件費については、10月下旬の要求時点では、前年度の予算額と同額を計上。

制度上予算要求期限までに要求内容が定まらないもの、要求後の事情変更等により要求内容を変更したものについては、「予算要求

額＜一次査定額」となっています。

①

②

③


